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資料報告　古淵B遺跡出土の追加石器資料について

長澤 有史

資料提示の方法論的検討および収蔵状況の改善である（河
本・川本ほか 2005）。石器器種、石材の見直しが行われ、
石器集中部についても再検討が加えられた。特に文化層
の再設定にあたっては、石器の平面・垂直分布の再検討
と接合作業を行い、第Ⅰ～Ⅳ文化層を設定した。はじめ
に標高値から検討しその影響が少ないことが確認され、
その後、接合資料、垂直度数分布傾向、産地別黒曜石の
分布など各考察結果を加味したものである。報告書と再
整理の結果を第２図に示す。第Ⅰ文化層では漸移層から
B0 層中部ごろまで、第Ⅱ文化層は B0 層上面から L2 層下
半部、第Ⅲ文化層は L2 層下部から L4 層上部、第Ⅳ文化
層は B4 層中位から L5 上部とされた。

はじめに
　古淵 B 遺跡は相模原市南区古淵 1686 番３先に位置す
る旧石器、縄文、中世および近世の複合遺跡である。
　本稿では、古淵 B 遺跡発掘調査報告書、同再整理報告
書では掲載されなかった石器１点を報告する。また併せ
て、古淵 B 遺跡における細石刃石器群について若干の考
察を行う。

１．古淵B遺跡の概要
　古淵Ｂ遺跡はＪＲ横浜線古淵駅の北東に位置している。
境川右岸の相模原面に立地し、標高は約 105 ｍを測り、
境川との比高差は約 20 ｍである。遺跡の北東には境川の
段丘崖が残る。遺跡の現況は道路である。古淵Ｂ遺跡が
隣接する境川流域には、橋本遺跡（金山・土井ほか
1984）、山王平遺跡（麻生・相原 2021）、下森鹿島遺跡（麻
生 1993）、中村遺跡（小出・伊藤ほか 1987）などが発見
されており、市内でも旧石器時代遺跡が集中する流域で
ある。遺跡が形成された相模原面は市域で最も早く離水
した段丘面とされ、約９万年前に離水したものと考えら
れている（町田 2009）。橋本遺跡や、本遺跡（関塚・松
井ほか 1990、河本・川本ほか 2005）では市内で最も古
い時期に遺跡が形成されたことが明らかになっている。
　古淵 B 遺跡の発掘調査は道路改良事業に伴うもので、
発掘調査は相模原市古淵 B 遺跡発掘調査団と相模原市に
よる委託契約により行われ、昭和 62 年 11 月～平成元年
6 月まで実施された。その結果、中世～近世の井戸跡 1 基・
土坑 1 基、奈良時代の住居址 5 軒、縄文時代の土坑 11 基、
埋設土器 1 基（中期中葉）および旧石器時代の文化層 4
枚が確認された。旧石器時代の文化層は、出土品整理の
結果、第 1・2 文化層がそれぞれ a、b に細分され、6 枚
の文化層が設定されたが、石器・剥片類の垂直分布から
設定し母岩分類や接合作業によるものではないことが明
記されている（関塚・松井ほか 1990）。そのため、ナイ
フ形石器や両面調整の尖頭器、細石刃などが同一の文化
層と報告され、既存の石器群の変遷とは合致しない。
　報告書刊行後、平成 13 ～ 16 年度に当館による再整理
が行われた。その目的は、既存報告の文化層認定の解決、 第１図　古淵B遺跡の位置と調査区
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　そして石器が密集して出土するような状況では、決定
的な分離を行うことは難しく、文化層の認定基準やその
妥当性について批判的に検討する必要性を指摘している。
以下、本稿では 1990 年の発掘調査報告書を「報告書」、
2005 年の再整理報告書を「整理報告書」と表記する。

２．資料の整理作業経過
　筆者は当館所蔵の旧石器時代遺跡について、掲載、非
掲載を問わず、橋本遺跡、下九沢山谷遺跡、下森鹿島遺跡、
古淵 B 遺跡、中村遺跡などの出土品の観察を実施してお
り、各遺跡の利用石材や各時期の剥片剥離技術を検討し
ていた。その中で、古淵 B 遺跡の報告書および整理報告
書を読み込む中で、出現期土器群に該当するであろう尖
頭器、石斧に注目し、その形態分類と文化層の様相を検
討していた。今回報告する資料は、非掲載資料のうち、
珪質頁岩に分類され収蔵されていた。その詳細は後述す
るが削片系細石刃核と判断し、その重要性を鑑みて、今
回資料報告をすることとした。
　整理作業は令和６年 12 月に実施し、石器実測・トレー
ス・写真撮影を行った。

３．資料の詳細
　第３図１は報告書、整理報告書非掲載の削片系細石刃
核である。石材は凝灰岩であり、全体的に弱い光沢が確
認できる。残念なことに注記が消えており、出土層位や
原位置が不明である。ここでは削片面がある部分を器体
上部として記載する。素材は両面加工により明らかでは
ない。上下から尖頭器状に面的な剥離を加え、両面加工
を行っている。長軸を垂直方向に置くと、その平面形態
は尖頭器下半部に類似する。上下で厚みに差があり、そ
のため縦断面がおおよそＤ字形になる。表面に左側縁か
らの加撃による比較的長い剥離面がある。裏面にも同様
に左側縁からの大きな剝離面があり、削片剥離面と切り
あわないが、裏面上端の成形に切られており、上端成形
ののちに削片剥離が行われていることから器体を平坦に
する意図が読み取れる。おそらくは上下からの剥離によ
る既存の稜線を加撃した可能性がある。このような剥離
は尖頭器の成形ではあまり見られず、この石器の大きな
特徴である。器体を折り取りしたのちに、上部右側を加
撃し、削片剥離により平坦面を作り出している。しかし
削片剥離がやや裏面側に傾き、長軸とわずかにずれる。
削片剥離後に折り取り面に細かな調整を加えているもの
の、細石刃剥離は行われていない。本稿では以上の加工
状況や削片剥離から削片系細石刃核として扱う。高さ
44mm、幅 76mm、厚さ 23mm、重さ 64.2g を計る。

第２図　層位と文化層（年代は諏訪間 2002 による未較正の
AMS年代値 [yrsBP]）
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0 5cm（S=2/3）

１ 凝灰岩

2  黒曜石

3 黒曜石

4 黒曜石

5 ホルンフェルス

第３図　古淵B遺跡出土の細石刃核
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４．古淵B遺跡の細石刃石器群の様相
　古淵 B 遺跡での細石刃石器群は、信州産黒曜石を主体
とする一群と、板状剥片素材によるもの、さらに削片系
細石刃核によるものに分類ができる。以下、その類例を
加味しつつ考察する。
　黒曜石製細石刃核の一群は、B0 層上部を中心に田名塩
田遺跡群 B 地区（麻生 1999）、風間遺跡群Ⅰ文化層 (b)（麻
生 1989）、当麻亀形遺跡（大坪・長澤 2002）、下溝上谷開
戸遺跡（滝澤・小池 1998）などが挙げられる。いずれも
いわゆる「稜柱系」である。古淵 B 遺跡のものは信州の
諏訪星ヶ台産、和田土屋橋産であり、黒曜石の産地推定
分析が行われた田名塩田遺跡群 B 地区（島田・長澤
2025、本研究報告に掲載）では冷山・麦草峠産と神津島
産が出土している。また当麻亀形遺跡では和田土屋橋産、
諏訪星ヶ台産、神津島産、下溝上谷開戸遺跡では神津島
産が確認されている（望月 2007）。まとめると相模原市
内においても信州産、神津島産黒曜石が認められ、遠隔
地の黒曜石を使用する広域な移動領域が確認できる（望
月・堤 1997）。
　板状剥片素材のものは、B0 層上部において、小倉原西
遺跡で１点認められる（中川 2014）。良質な凝灰岩を用
いたもので、板状素材を折り取り、小口面から細石刃剥
離を行っている。L1S 層では大保戸遺跡でも凝灰岩の板
状剥片を用いた細石刃核がみられる（栗原 2013）。また、
大和市長堀北遺跡第Ⅱ文化層（L1S 層中位）から細石刃
核およびその素材が出土しており、（小池 1990・1991、
長澤 2024）第４図８、９に示す。なお、９は資料実見の
際に板状細石刃核の原形として判断したものであり、既
存報告書では剥片として器種分類されている。管見の限
りではこれら３遺跡において類例があり、B0 ～ L1S 層
で確認できる。しかし細石刃核の主体的な形状ではなく、
細石刃剥離の結果、稜形系となっている場合も考えられ
る。引き続き、類例の収集に努める。
　削片系細石刃核については第４図１～７に他の遺跡の
類例を示す。いずれも L1S 層出土であり、市内では勝坂
遺跡第 45 次調査（内川・高橋 1993）、市外では大和市長
堀北遺跡第Ⅱ文化層（小池前掲）、同月見野遺跡群上野遺
跡第１地点第Ⅱ文化層（相田・小池 1996）である（1）。石
材は勝坂遺跡・古淵 B 遺跡が凝灰岩、それ以外は安山岩
である。古淵 B 遺跡を除き、いずれも尖頭器などが伴う。
これらの類例は相模野台地に集中し、さらに細石刃石器
群がいかに終わるのか、先行研究で検討が重ねられ西海
技法や湧別技法の影響が想定されている。以下にその概
要をまとめる。
　鈴木忠司氏は月見野遺跡群上野遺跡の事例に注目し、

　続いて、すでに報告されている細石刃核および細石刃
核原形について記載する。
　第３図２は細石刃核である（報告書：第 127 図 3）。石
材は黒曜石（諏訪星ヶ台産）である。報告書では 2a 文化
層、整理報告書：第 II 文化層とされている。報告書には
図版掲載されているが、具体的な記載はない。やや肉厚
な剥片が素材と考えられる。打面成形は上部から行われ
ており、打面の作出は裏面から加撃されているが上半部
に部分的な高まりが残る。他の細石刃核と異なり、傾斜
した打面である。右側面には上部からの剥離面が連続す
るが、細石刃剝離面ではない。細石刃剥離面は裏面に２
面確認できるが、剥離された細石刃は、小形のものであ
ったことが推測できる。
　第３図３は細石刃核である（報告書：第 127 図４、整
理報告書第 35 図 69）。石材は黒曜石（和田土屋橋産）で
ある。調査報告書では 2a 文化層、整理報告書では第 II
文化層とされている。板状剥片が素材と考えられるが、
詳細は不明である。正面左に部分的に原礫面が残置して
いる。器体成形は重複する細石刃剝離面により明らかで
はないが、裏面の下端に下方向からの剥離と、左側縁か
らの剥離が確認できる。打面調整は入念に行われている。
細石刃剥離の作業面は正面、右側縁、裏面に確認でき、
細かな打面調整を重ねながら連続的に細石刃剥離が行わ
れたと考えられる。右側面の打面直下および裏面下半部
にステップがあることから、廃棄されたものである。
　第３図４は細石刃核である（報告書：第 183 図４、整
理報告書第 35 図 76）。石材は黒曜石（和田土屋橋産）で
ある。報告書では 2b 文化層、整理報告書では第Ⅱ文化層
とされている。板状剥片が素材と考えられる。裏面には
原礫面が残置している。器体成形は打面から行われ、打
面調整は打面左側に部分的にみられる。細石刃剥離の作
業面は正面および左側縁に確認できるが、正面の中央部
付近にステップが集中し、廃棄されたものと考えられる。
　第３図５は細石刃核原形である（報告書：第 34 図 1）。
石材はホルンフェルスである。報告書では 1a 文化層、整
理報告書では第 II 文化層とされている。器種は石核とさ
れている。原礫面が残置する剥片を分割したもので、上
下両端を折り取りによって分割し、正面からの加撃によ
り上端部を整えている。右側縁を小口面に設定し、上部
から原礫面を除去するものの、ステップが生じたため廃
棄されたものと考えられる。長堀北遺跡第 II 文化層に類
似する資料があることから、細石刃核原形と判断した。
やや大振りであること、礫面が残る部分が多いことから
製作初期段階の可能性がある。
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板状剥片からの細石刃剥離

1a（接合）

折取による打面形成

細石刃作業面か
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1b（接合前）

両面加工体からの細石刃剥離
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0 5cm（S=1/3）

0 5cm（S=1/3）

1・2：長堀北遺跡、3・4：月見野遺跡群上野遺跡Ⅰ-2

5・6：勝坂遺跡第 45 次、7：古淵 B遺跡

（勝坂遺跡・古淵 B遺跡：凝灰岩、それ以外は安山岩）

8 ・9：長堀北遺跡、10：古淵 B遺跡

（長堀北遺跡：安山岩、古淵 B遺跡：ホルンフェルス）

第４図　削片形細石刃核および板状剥片素材細石刃核の類例
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北海道の峠下型細石刃核との類似を指摘した（鈴木
1988）。具体的には削片がしっかり抜けずに途上で止まる
点や、断面 D 字形である点を挙げる（第４図３a、４）。
　白石浩之氏は、長堀北遺跡の事例を槍先状の両面加工
品を用いて打面を作出している点から、湧別技法による
ものとした（白石 1993）。月見野上野遺跡第１地点第Ⅱ
文化層の事例は、削片が器体の長軸方向に突き抜けてい
ない点を根拠とし湧別技法によるものとは考えずに、西
海技法に同様の事例があることを指摘している。勝坂遺
跡の事例は槍先状の両面加工体を分割したのちに、削片
を剥ぎ取っているが、稜付きのものかどうか明らかでは
ないことから湧別技法ではなく新種の技法としての可能
性を指摘した（白石前掲）。
　栗島義明氏は白石氏と同様に勝坂遺跡の両面加工体を
分割する事例を細石刃核の原形とした（栗島 1993）。また、
断面が D 字形を呈するものがあることや、月見野遺跡群
上野遺跡の事例について鈴木氏の指摘に賛同した。そし
て長堀北遺跡がより古相であることから湧別技法が徐々
に変化していったとする。
　以上の先行研究からは、湧別技法が少なからず変化し
たとする点が共通する。そして第４図 1 〜 7 の類例を検
討する中で以下の点が指摘できる。
　・両面加工に差異がある：勝坂（５）は裏面に大きく
剥離面が残置している。上部は削片により不明であるが、
側縁が形成されていた可能性が高い。また古淵 B（７）
も大きな剥離が見られ、特に裏面が平坦状になっている。
この加工状況はほかの事例ではほぼ認められない。
　・平面形態が対称ではない：勝坂（６）を除き、石器
長軸を垂直方向に置きなおすと、左右非対称となる。長
堀北（１a）は削片と接合した状態では、下部から左側縁
へのラインが内湾する。これは削片剥離の際に末端まで
抜け切ることを意識していると判断できる。
　・断面 D 字形：栗島氏の指摘（栗島 1993）を追認する
点であり、尖頭器のように両側縁から薄くするのではな
く、削片剥離と細石刃剥離面の設定から意図的に厚みを
残置していると考えられる。月見野上野（３a）は上部に
節理面が残置しており、厚みが許容され、かつ削片が円
滑に剥離できるよう、調整されている。古淵 B（７）で
は上端が分厚く、削片剥離のために意図的な厚みの維持
があった可能性が指摘できる。長堀北（２）は尖頭器と
報告されているが、資料を実見したところ、上部と下部
の調整剥離や厚みの差から、削片系細石刃核の原形とし
ても評価できよう。
　ここまでの検討内容から、今回報告した古淵 B 遺跡に
おける削片系細石刃核は、他の遺跡の類例から L1S 層に

相当する可能性が指摘できる。L1S 層は尖頭器、石斧に
代表される両面加工技術が発達することから、先行研究
で指摘されるように、両面加工体をベースとしつつ尖頭
器と削片系細石刃核の作り分けがあった可能性がある。
一方で両面加工体からどちらを意図したものか峻別でき
るのか、という課題がある。現時点では、両側縁の加工
状況の差異が一つの基準になろう。両面体生産には厚み
を除去するのか残すのか、目的とする尖頭器、細石刃に
応じた石器の調整加工があったと推測する。今後、尖頭
器やその未製品を改めて見直す必要がある。そして、先
述した板状剥片素材による細石刃核原形の時間的な位置
づけは、長堀北遺跡での共伴から古淵Ｂ遺跡でも共伴し
ていた可能性が推測できる。しかし小倉原西遺跡のよう
に B0 層段階なのかどうか判断が難しい。

おわりに
　本稿では古淵 B 遺跡の追加資料を報告し、同遺跡内に
おける細石刃石器群の様相を細石刃核から考察した。整
理報告書で指摘されるように、設定された文化層から石
器群の単位制を担保することは難しく、他の遺跡との比
較検討も困難である。そこで今回は特徴的な資料の製作
技術や、他の事例との比較検討を加えることで、一定の
見解を提示した。特に相模野台地での削片系細石刃核の
様相は資料数が少ないことも相まって明瞭ではない。今
後も視点をもって、市内遺跡の様相を検討していく。多
くの方のご批判を乞うものである。

謝辞
　本稿の執筆にあたり、小菅将夫氏、鈴木秋平氏より貴
重なご助言を賜わりました。記して感謝申し上げます。

注１　月見野遺跡群上野遺跡での掻器（原報告第 100 図
48）についてその候補としても良いかもしれない。裏
面に面的な剥離が皆無であり、刃部加工の様相など類
例を集めた上で再度検討する。
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